
体験学習は、社会貢献活動や自然とのふれあい、運動習慣のきっかけ作り、趣味を
見つけるなど、お金以外の“自分の支え”をみんなで一緒に考える活動！
これからの人生を豊かにする“自分が好きなこと”を探しにいきませんか？

体験学習実施レポート

：生成AI活用術「まず、さわってみよう！」

2025宮城県刑務所出所者等就労・定着ネットワーク事業

活動日時：2月8日(日) 14:00～16:00

会場：特定非営利活動法人Switch

参加者：プログラム受講者 5名

講師：Switch職員 1名

連携機関：東北地方更生保護委員会、仙台保護観察所、宮城県就労支援事業者機構

Switch 計6名

運営団体
〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡1-6-3 東口鳳月ビル602

：022-762-5851 FAX：022-762-5853

メールアドレス：info@retry-miyagi.org 担当：今野、本間



ウォーミングアップ：自己紹介

次のジャンルの中で好きな物を一つ思い浮かべて、自己紹介してみましょう！

例 「 ○○が好きな○○と言います。理由は、○○だからです。 」

スポーツ食べ物 行ってみたい

ところ

乗り物

投影のみ

当日のタイムスケジュール

2026年2月8日(日)14:00～16:00

➢ 14:00～14:05 プログラムの説明、講師紹介

➢ 14:05～16:00 体験学習：生成AI活用術「まず、さわってみよう！」

⚫ 14:05～14:15 ウォーミングアップ(自己紹介)

⚫ 14:15～14:25 生成AIとは？

⚫ 14:25～15:00 グループワーク：やってみたいこと、共有、フィードバック

⚫ 15:00～15:10 休憩＆雑談タイム

⚫ 15:10～15:40 ワーク「まず、さわってみよう！」

⚫ 15:40～15:50 本日の体験学習のまとめ

⚫ 15:50～16:00 アンケート記入と感想全体共有

➢ 16:00～16:10 次回以降のご案内、他



生成AIとは？



グループワーク：生成AIでやってみたいこと



体験会

体験学習：生成AI活用術

「まず、さわってみよう！」



本日の体験学習のまとめ



ふりかえり：生成ＡＩ活用術「まず、さわってみよう！」

1. 本日の講座「生成AI活用術」は、いかがでしたか？ 番号に〇をつけてください。

①とてもよかった(3/5)②よかった(2/5)③ふつう④あまりよくなかった⑤よくなかった

2. この講座を、友人や同僚に勧めたいと思いますか？

0：勧めたくない 7(2/5) 10(3/5)：ぜひ勧めたい

3. 今日の話（AIの考え方・使いどころ）は、わかりやすかったですか？

①よくわかった(1/5)②だいたいわかった(3/5)③少し難しかった(1/5)④難しかった

4. 講座の進み方（スピード）はどう感じましたか？

①速すぎた②やや速かった③ちょうどよい(5/5)④ややゆっくり⑤ゆっくりすぎた

5. グループワークや実践の時間は役立ちましたか？

①とても役立った(2/5)②役立った(3/5)③ふつう④あまり役立たなかった

6. ワークの時間はどう感じましたか？

①ちょうどよかった(3/5)②少し短かった(1/5)③短かった(1/5)④よくわからなかった

7. 今日の内容を、仕事や日常で少しでも使ってみたいと思いましたか？

①ぜひ使ってみたい(2/5)②使ってみたい(1/5)③どちらともいえない(1/5)④使わない
(1/5)

8. 今日の講座で、印象に残ったこと・気づいたことがあれば教えてください。

また、「ここがもう少し知りたかった」「次に聞いてみたい内容」があれば教えてください。

9. 講師や内容について、感想や改善の要望や、やってみたい別の体験学習など、自由にご記
入ください！

<設問-8>

⚫日々、AIも進化しているので、必要に応じて使いた
いと思いました。

⚫使用が当たり前になっていくのかなと思いました。

⚫これからの世の中でAIが人間にかわって世界を動
かすのではないでしょうか？

⚫全て教えてもらったので、今後は自分なりにうまく
活用したい。

⚫今のAIはかなり進歩していることに驚いた。スマホ
やPCでやったりアプリ等も使用したい。

<設問-9>

⚫とてもおもしろく役に立つ体験でした。ぜひ、料理体
験をまたやってください。

⚫なし

⚫改善点はありませんが、2時間は時間が短く感じまし
た。

⚫初めてAIに触れて、どんな感じかがわかりました。
仕事では活用できないですが、自分の生活でうまく
活用していけたらと思います。

⚫パソコン操作でのワードやエクセルの他にパワーポ
イント等のソフトも使ってみたい。職種に応じたスキ
ルを身につけたい。



総括コメント

先日、少年院・刑務所を経験した方々を対象に、 「 AI入門講座 」 を開催しました。

出所後の形態電話契約の難しさ、銀行口座開設の壁。そして、生活困窮や複雑な成育歴のなかで、インターネットとの接続が十分でなかっ
た現実。

参加者の方々と、最新のITリテラシーとの距離の大きさが、あらためて垣間見える時間に。

当日は準備したグループで、さまざまなAIの活用を体験。最初は 「 何を聞けばよいか分からない 」 と戸惑っていた方々も、

• 盛岡への旅行のモデルルートを教えて

• 料理のレシピを教えて

といった質問から始まり、徐々に

• ナンバーズを当てる方法は？ 当たりやすい店は？

といった、少し生々しい活用まで広がっていきました（笑）

地域で孤立しがちな方々にとって、過去を隠さずに、笑いながら学び合える機会。それ自体が、とても貴重な時間だったのではないかと
思います。

今回もふうどばんく東北AGAIN様はじめ、たくさんの方々のご協力のなかでの開催、改めて感謝申し上げます。

次回は明日、 「 ソーシャルスキルズトレーニング 」 のまとめのセッションです。

（代表理事 FBより一部編集し引用）
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